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はじめに

　

は
じ
め
に

こ
の
本
で
紹
介
し
て
い
る
１
０
０
の
言
葉
は
、
私
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
中
で
、
迷
っ
た
と

き
、
悩
ん
だ
と
き
、
困
難
に
直
面
し
た
と
き
に
、
私
を
励
ま
し
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
言
葉
で

あ
る
。
そ
れ
も
借
り
物
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
私
の
「
手
づ
く
り
」
の
言
葉
で
あ
る
。

人
が
真
理
を
発
見
し
た
と
き
、
言
葉
が
生
ま
れ
る
。「
事
業
の
目
的
は
顧
客
の
創
造
で
あ

る
」（
ピ
ー
タ
ー
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
）、「
組
織
は
戦
略
に
従
う
」（
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
Ｄ
・

チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
Jr.
）
な
ど
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
世
界
の
真
理
、
す
な
わ
ち
原
理
原
則
は
こ
う
し

た
短
い
言
葉
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
真
理
を
表
わ
す
言
葉
は
数
式
と
い
う
形
で
示
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。E

=
m
c
2

（
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
特
殊
相
対
性
理
論
）、

F=m
a

（
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
運
動
法
則
）
は
、
我
々
の
生
き
る
こ
の
世
界
の
現
象

を
シ
ン
プ
ル
な
数
式
で
表
わ
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
言
葉
は
名
言
・
格
言
・
箴し

ん

言げ
ん

な
ど
と
呼
ば
れ
、
数
式
は
定
理
、
法
則
と
称
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
単
な
る
想
像
の
産
物
で
は
な
い
。
真
理
や
原
理
原
則
と
と
も
に
、
す
べ

て
発
見
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
私
の
１
０
０
の
言
葉
も
、
私
が
自
分
の
（
い
く
ど
か
の
失
敗
や
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神
秘
学
に
も
、
心
理
学
に
も
、
特
に
関
心
を
持
つ
こ
と
な
く
普
通
の
生
活
を
送
っ
て
い
る

我
々
で
も
、
日
常
的
に
言
葉
に
よ
っ
て
背
中
を
押
さ
れ
た
り
、
啓
発
さ
れ
た
り
、
イ
ン
ス
パ
イ

ア
さ
れ
た
り
、
と
き
に
は
慰
め
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
ご
く
稀
に
は
、
自
分
が
言
っ
た
と
お
り

の
こ
と
が
起
き
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
文
豪
・
ゲ
ー
テ
は
「
人
は
結
局
思
っ
た
と
お
り

の
自
分
に
な
る
」
と
唱
え
て
い
る
。

何
か
を
思
っ
て
言
葉
に
す
る
と
、
人
は
言
葉
ど
お
り
の
人
間
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

自
分
が
発
見
し
た
、
あ
る
い
は
確
認
や
再
確
認
し
た
言
葉
を
強
く
信
じ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら

の
言
葉
は
や
が
て
自
分
の
信
念
や
信
条
へ
と
昇
華
す
る
。
ひ
い
て
は
、
自
分
の
考
え
方
や
行
動

の
規
範
と
な
り
、
と
き
と
し
て
起
爆
剤
と
さ
え
な
る
の
だ
。

言
葉
は
、
行
動
を
決
め
る
の
で
あ
る
。

漠
然
と
成
功
し
た
い
、
望
み
が
か
な
え
ば
幸
せ
だ
と
考
え
て
い
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
実
現

は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

私
は
、
32
歳
の
と
き
に
45
歳
ま
で
に
は
経
営
職
に
就
い
て
腕
を
振
る
い
た
い
と
い
う
目
標
を

立
て
た
。
そ
の
後
、
40
代
で
社
長
職
に
就
い
た
原
点
に
は
、
こ
の
目
標
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
夢
を
時
限
設
定
（
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
）
の
あ
る
目
標
に
転

挫
折
を
含
む
）
体
験
を
通
し
て
発
見
し
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
私
が
物
事
の
原
理
原
則
を
発

見
、
ま
た
は
、
確
認
、
再
認
識
し
た
と
き
に
頭
に
浮
か
ん
だ
言
葉
だ
。

こ
の
本
に
書
い
て
あ
る
原
理
原
則
と
は
、
広
義
の
「
経
営
」
の
原
理
原
則
で
あ
る
。

経
営
と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
い
う
会
社
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
私
は
、
人

生
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
も
、
ま
た
経
営
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
本
で

は
読
者
の
心
に
火
を
点と

も

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
生
を
輝
か
し
い
成
功
に
導
く
た
め
の
１
０
０
の
言

葉
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

古
来
、
言
葉
に
は
不
思
議
な
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
日
本
で
は
、
言
葉
の
持
つ
不

思
議
な
力
を
言こ

と

霊だ
ま

と
い
っ
た
。
日
本
だ
け
で
な
く
、
言
葉
を
口
に
す
る
こ
と
で
、
言
葉
ど
お
り

の
こ
と
が
起
き
る
と
い
う
寓ぐ

う

話わ

は
世
界
各
国
に
存
在
す
る
。

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
一
見
、
非
論
理
的
に
響
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
概
に
そ
う
と
ば
か

り
決
め
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
心
理
学
で
は
「
予
言
効
果
」「
宣
言
効
果
」
と
呼
ば
れ
る

言
葉
の
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
自
分
の
目
標
を
、
で
き
る
、
で
き
る
と
思
い
続
け
、
言
葉
に

出
し
続
け
る
こ
と
で
実
現
性
が
高
ま
る
と
い
う
傾
向
は
確
か
に
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
人
の
前

で
宣
言
す
る
こ
と
で
も
、
目
標
の
達
成
率
が
上
が
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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だ
。
失
敗
し
て
い
る
会
社
は
、
な
ぜ
失
敗
し
て
い
る
の
か
。
失
敗
す
る
よ
う
に
や
っ
て
い
る
か

ら
だ
」
と
松
下
幸
之
助
氏
が
言
っ
た
と
お
り
、
人
生
の
場
合
も
成
功
す
る
言
葉
を
信
じ
て
日
常

の
行
動
に
落
と
し
込
ん
で
い
れ
ば
、
自
ず
と
成
功
の
確
率
は
高
ま
る
し
、
失
敗
す
る
言
葉
を
使

え
ば
、
ど
ん
な
に
本
人
が
頑
張
っ
て
も
失
敗
を
免ま

ぬ
がれ

な
い
。

こ
の
本
で
取
り
上
げ
た
１
０
０
の
言
葉
は
、
私
が
自
分
の
経
験
の
中
で
発
見
し
、
磨
き
上
げ
、

効
果
を
実
証
し
て
き
た
言
葉
で
あ
る
。

私
の
ビ
ジ
ネ
ス
人
生
は
、
す
で
に
50
年
を
超
え
る
。

私
が
人
生
の
経
営
で
何
度
も
迷
っ
た
よ
う
に
、
正
常
な
神
経
の
持
ち
主
な
ら
ば
、
多
く
の
人

も
迷
う
。
私
が
何
度
か
難
し
い
決
断
を
迫
ら
れ
た
よ
う
に
、
多
く
の
人
に
も
、
否い

や

応お
う

な
く
決
断

を
強
い
ら
れ
る
と
き
が
必
ず
来
る
。
私
が
失
意
の
と
き
に
励
ま
さ
れ
、
そ
し
て
救
わ
れ
た
言
葉

が
あ
っ
た
よ
う
に
、
多
く
の
人
も
ま
た
失
意
の
と
き
に
救
い
の
言
葉
を
求
め
る
だ
ろ
う
。

私
が
、
こ
れ
ま
で
難
局
を
乗
り
越
え
る
度
に
糧
と
し
て
き
た
１
０
０
の
言
葉
は
、
こ
れ
か
ら

社
会
の
大
海
原
に
漕
ぎ
出
そ
う
と
い
う
人
や
、
す
で
に
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
立
場
に
あ
る
人
た

ち
の
人
生
の
経
営
に
と
っ
て
、
き
っ
と
役
に
立
つ
も
の
と
望
み
、
そ
し
て
信
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
７
月　

新　

将
命　

換
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
言
葉
の
力
が
、
常
に
正
し
い
方
向
に
働
く
と
は
限
ら
な
い
。

言
霊
も
、
正
し
い
言
葉
に
魂
を
込
め
れ
ば
、
よ
い
結
果
を
招
く
し
、
間
違
っ
た
言
葉
に
魂
を

込
め
れ
ば
、
悪
い
結
果
を
生
む
こ
と
と
な
る
。
経
営
の
原
理
原
則
や
人
生
の
真
理
と
い
え
ど
も
、

語
る
言
葉
を
間
違
え
れ
ば
、
望
ま
し
い
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。

三さ
ん

百び
ゃ
く

代だ
い

言げ
ん

の
言
葉
で
は
、
い
く
ら
繰
り
返
し
て
も
正
し
い
結
果
を
導
く
こ
と
は
な
く
、
徒

い
た
ず
ら

に
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浪
費
す
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
詭き

弁べ
ん

や
虚き

ょ

言げ
ん

に
、
正
し
い
魂
な

ど
込
め
ら
れ
る
は
ず
も
な
い
。
我
々
は
、
心
し
て
正
し
い
言
葉
を
選
び
、
正
し
く
使
う
こ
と
を

心
が
け
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

正
し
い
言
葉
を
正
し
く
使
う
に
は
、
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が

大
事
と
な
る
。
そ
こ
で
、
本
書
で
は
、
多
少
く
ど
く
な
る
の
は
承
知
の
う
え
で
、
あ
え
て
一
つ

一
つ
の
言
葉
に
解
説
を
加
え
て
い
る
。
言
葉
の
真
意
を
勘
違
い
し
た
ま
ま
で
は
、
目
指
す
ゴ
ー

ル
に
は
永
遠
に
た
ど
り
着
け
な
い
か
ら
だ
。

成
功
に
は
法
則
が
あ
る
。

「
成
功
し
て
い
る
会
社
は
、
な
ぜ
成
功
し
て
い
る
の
か
。
成
功
す
る
よ
う
に
や
っ
て
い
る
か
ら



　
　
　
　
　
　
　

は
じ
め
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3

第
１
章  

自
分
を
磨
く
20
の
言
葉

01　
「
問
題
」
は
自
分
の
も
の
。「
解
決
」
も
自
分
の
も
の
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
18

02
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
磨
か
れ
、
人
は
人
に
よ
り
磨
か
れ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
20
　

03　

と
り
あ
え
ず
Ｙ
Ｅ
Ｓ
の
人
と
、
と
り
あ
え
ず
Ｎ
Ｏ
の
人
の
違
い
。
…
…
…
…
…
…
…
22

04　

左
遷
・
降
格
は
よ
い
チ
ャ
ン
ス
！
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

24

05　

将
来
の
成
功
を
妨
げ
る
最
大
の
敵
は
過
去
の
成
功
で
あ
る
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
26

06　

正
し
い
満
足
（S

atisfaction

）
と
悪
い
満
足
（C

om
placency

）。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
28

07　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
違
い
と
は
。……
…
…
…
…
…

30

08　

ジ
ン
ザ
イ
に
は
人
財
、
人
材
、
人
在
、
人
罪
の
４
種
類
が
あ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
32

09　

人
材
育
成
の
三
条
件
は
「
座
学
」「
メ
ン
タ
ー
」「
修
羅
場
」
の
三
本
柱
。
……
…
…
…
…
…
34

10　
「
聞
く
・
聴
く
・
訊
く
」
の
三
つ
の
キ
ク
を
会
得
せ
よ
。
……
…
…
…
…
36

11　

目
標
の
５
Ｋ
は
会
社
・
家
族
・
経
済
・
教
養
・
健
康
。 

…
…
…

38

12　

一
見
矛
盾
す
る
も
の
を
両
立
で
き
る
の
が
一
流
の
人
で
あ
る
。
……
…
…
…
…
40

13　

牢
動
や
労
働
を
す
る
な
！　

朗
働
を
し
ろ
！
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
42

14　

今
日
の
80
点
は
明
日
の
１
０
０
点
に
勝
る
。
……
…
…
…
…
…
…
…

44

15　

自
分
の
Ｕ
Ｓ
Ｐ
創
り
を
目
指
せ
。
……
…
…
…
…
…
…
46

16　

60
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
と
キ
ョ
ウ
イ
ク
が
必
要
。
……
…
…
…
…
…
48

17　

人
の
年
齢
に
は
三
種
類
あ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50

18　
「
Ｏ
Ｌ
Ｄ
」
に
な
る
な
！　
「
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
」
に
な
れ
！
…
…
…
…
…
…
…
…
52

19　

ス
ト
レ
ス
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
な
い
会
社
や
人
は
伸
び
な
い
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
54

20　

最
大
の
年
金
は
仕
事
で
あ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

56

第
２
章  

人
を
動
か
す
20
の
言
葉

21　

挨
拶
は
先
に
気
付
い
た
方
か
ら
せ
よ
！
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

60

22　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
仕
事
の
優
先
課
題
で
あ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
62

23　

異
見
も
意
見
と
受
け
止
め
る
べ
し
。
……
…
…
…
…
…
…
…

64

24　

異
論
、
意
見
は
代
替
案
を
も
っ
て
せ
よ
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…

66

25　

バ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス
・
フ
ァ
ー
ス
ト
を
励
行
せ
よ
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
68

26　

オ
ー
バ
ー
レ
ポ
ー
ト
は
ア
ン
ダ
ー
レ
ポ
ー
ト
に
勝
る
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
70



27　

人
を
叱
る
な
！　

モ
ノ
と
コ
ト
を
叱
れ
！
……
…
…
…
…
…
72

28　

時
間
は
あ
る
も
の
で
は
な
い
、
つ
く
る
も
の
だ
。
……
…
…
…

74

29　

組
織
に
魂
を
通
わ
せ
る
と
、
業
績
は
四
倍
高
く
な
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
76

30　

社
員
満
足
の
３
Ｋ
と
は
「
環
境
・
金
・
心
」。
……
…
…
…
78

31　

人
は
論
理
に
よ
っ
て
説
得
さ
れ
、
感
情
に
よ
り
動
く
。
…
…
…
…
…
…

80

32　

任
せ
な
さ
過
ぎ
よ
り
、
任
せ
過
ぎ
で
失
敗
し
た
方
が
は
る
か
に
ベ
タ
ー
だ
。
……
…
…
…
…
…
…
82

33　
「
議
論
の
場
づ
く
り
」
が
、
組
織
の
活
性
化
の
生
み
の
親
で
あ
る
。
……
…
…
…
…
…
84

34　

Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満
足
）
の
前
に
、
Ｅ
Ｓ
（
社
員
満
足
）
を
。
…
86

35　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
相
手
に
何
が
ど
う
伝
わ
っ
た
か
が
す
べ
て
で
あ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
88

36　

魚
は
頭
か
ら
腐
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
90

37　

よ
い
ア
イ
（
愛
）
と
悪
い
ア
イ
（
Ｉ
）。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

92

38　

妥
協
と
は
最
後
に
す
る
も
の
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

94

39　

ム
ダ
話
は
、
ム
ダ
で
は
な
い
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

96

40　

年
上
の
部
下
に
対
し
て
は
〝Polite B

ut F
irm

〟
に
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
98

第
３
章  

結
果
を
出
す
20
の
言
葉

41　

残
業
は
悪
徳
と
心
得
よ
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
102

42　

提
案
は
ペ
ー
パ
ー
一
枚
に
、
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
に
ま
と
め
よ
。
……
…
…
…
…
104

43　

改
革
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
の
前
に
、
改
善
（
イ
ン
プ
ル
ー
ブ
メ
ン
ト
）。
……
…
…
…
…
…
…
…
106

44　

現
状
否
定
、
対
策
肯
定
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
108

45　

己
の
弱
み
を
知
り
、
他
者
（
ひ
と
）
の
強
み
を
生
か
せ
。
……
…
…
…
…
…
…
110

46　

Ｆ
Ｕ
Ｎ
な
会
社
は
、
お
客
様
を
フ
ァ
ン
に
す
る
。
……
…
…
…
…
…
…
…

112

47　

昇
り
龍
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
サ
イ
ク
ル
を
回
せ
。
…
…
…
…
…
…
…
…
114

48　

お
客
さ
ま
は
神
さ
ま
だ
が
、
神
さ
ま
の
言
う
こ
と
に
す
べ
て
従
っ
て
は
な
ら
な
い
。
……
…
…
…
…
116

49　

会
社
と
屏
風
は
広
げ
す
ぎ
る
と
倒
れ
る
。
……
…
…
…
…
…
118

50　

真
の
顧
客
満
足
と
は
、
お
客
さ
ま
の
期
待
を
上
回
る
こ
と
で
あ
る
…
…
…
…
…
…
…
120

51　
「
あ
れ
も
こ
れ
も
よ
」
さ
よ
う
な
ら
、「
あ
れ
か
こ
れ
か
よ
」
こ
ん
に
ち
は
。
……
…
…
…
…
…
…
122

52　

効
果
的
プ
レ
ゼ
ン
の
四
つ
の
極
意
は
「
情
熱
・
内
容
・
話
し
方
・
人
間
性
」。
…
…
…
…
124

53　

運
を
よ
く
す
る
四
つ
の
方
法
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
126

54　

陽
転
の
発
想
で
人
生
を
陽
転
さ
せ
よ
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

128



55　

で
き
る
人
は
、
タ
イ
よ
り
も
マ
ス
を
好
む
。
……
…
…
…
…
…
…

130

56　

数
値
化
さ
れ
る
も
の
は
実
行
に
移
さ
れ
る
。
……
…
…
…
…
…
…

132

57　

正
し
い
目
標
は
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
で
あ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
134

58　

人
生
も
ビ
ジ
ネ
ス
も
〝
ト
レ
ー
ド
・
オ
ン
〟。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…

136

59　

コ
ツ
コ
ツ
カ
ツ
コ
ツ
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
138

60　

上
手
に
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（
キ
ス
）
を
し
よ
う
。
……
…
…
…
…
…
…
…

140

第
４
章  

優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
20
の
言
葉

61　

マ
ル
ド
メ
は
マ
ル
ダ
メ
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
144

62　

よ
い
リ
ー
ダ
ー
は
、
よ
い
フ
ォ
ロ
ワ
ー
で
も
あ
る
。
……
…
…
…
…
…
…

146

63　

優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
は
、
優
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
148

64　

人
が
育
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
、
人
を
育
て
て
い
な
い
の
だ
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
150

65　

部
下
に
「
頑
張
れ
！
」
は
禁
句
で
あ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
152

66　

過
去
の
経
験
と
失
敗
か
ら
学
べ
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
154

67　

経
営
に
「
ザ
・
正
解
」
は
な
い
が
、「
原
理
原
則
」
は
必
ず
あ
る
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
156

68　

権
限
委
譲
と
権
限
放
棄
と
は
、
別
物
で
あ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

158

69　

機
会
は
平
等
に
、
処
遇
は
公
正
に
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

160

70　

利
益
に
は
「
三
つ
の
顔
」
が
あ
る
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

162

71　

会
社
の
最
大
の
差
別
化
要
因
は
、
人
と
企
業
理
念
で
あ
る
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
164

72　

勝
ち
組
会
社
は
価
値
組
会
社
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
166

73　

上
に
立
つ
も
の
は
「
八
聴
き
二
喋
り
」
を
徹
底
せ
よ
。
…
…
…
…
…
…

168

74　

経
営
者
に
と
っ
て
情
熱
と
は
、
十
分
条
件
で
な
く
必
要
条
件
。
……
…
…
…
…
…
…
…
170

75　

経
営
者
に
必
要
な
の
は
自
信
、
危
険
な
の
は
過
信
・
慢
心
・
傲
慢
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
172

76　

伸
び
る
会
社
は｢

学
ぶ
会
社｣

で
あ
る
。
……
…
…
…
…
…
174

77　
「
朝
令
暮
改
」
は
説
明
責
任
を
伴
っ
て
行
う
べ
し
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
176

78　
「
長
命
会
社
」
で
は
な
く
、「
長
寿
会
社
」
を
つ
く
れ
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
178

79　

経
営
者
の
究
極
の
通
信
簿
は
、
後
継
者
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
180

80　

会
社
は
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
」
の
前
に
「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
」
で
あ
れ
。
…
…
…
…
…
…

182



第
５
章  

人
間
力
を
高
め
る
20
の
言
葉

81　

会
社
育
て
は
人
育
て
、
人
育
て
は
自
分
育
て
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

186

82　
「
経
営
学
」
と
は
「
人
間
学
」
で
あ
る
。
……
…
…
…
…
…
…
188

83　

病
人
に
晴
れ
着
を
着
せ
て
も
、
所
詮
病
気
は
治
ら
な
い
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
190

84　

ワ
ン
マ
ン
と
は
、
自
分
の
能
力
の
限
界
を
知
ら
な
い
人
で
あ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
192

85　

人
財
育
成
の
第
一
歩
は
、
自
分
自
身
が
人
財
に
な
る
こ
と
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
194

86　

組
織
も
人
も
ム
チ
ャ
を
す
れ
ば
潰
れ
、
ム
リ
を
し
な
い
と
伸
び
な
い
。
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
196

87　

快
適
ゾ
ー
ン
か
ら
の
脱
却
を
図
れ
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
198

88　

メ
ン
タ
ー
が
三
人
い
れ
ば
、
人
生
は
バ
ラ
色
に
な
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
200

89　

部
下
は
与
え
ら
れ
る
も
の
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
勝
ち
得
る
も
の
。
……
…
…
…
…
…
…
…
202

90　

今
日
の
自
分
は
過
去
の
自
分
の
結
果
、
将
来
の
自
分
は
今
日
か
ら
の
自
分
の
結
果
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
204

91　

地
位
が
上
が
り
部
下
が
増
え
る
ほ
ど
、
ス
キ
ル
よ
り
マ
イ
ン
ド
が
重
要
に
な
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
206

92　
「
諫
言
居
士
」
を
尊
重
せ
よ
！　
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

208

93　

空
気
に
爪
を
立
て
ろ
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
210

94　

反
省
は
し
て
も
後
悔
は
す
る
な
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

212

95　

ト
ン
ネ
ル
の
先
の
光
を
示
せ
、
坂
の
上
に
雲
を
描
け
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
214

96　

自
責
の
風
を
吹
か
せ
よ
！ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
216

97　

人
間
性
と
は
、
信
頼
と
尊
敬
と
意
欲
の
総
和
で
あ
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
218

98　

私
利
＋
他
利
が
尊
敬
を
生
む
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

220

99　

一
日
四
回
メ
シ
を
食
え
、
一
度
は
活
字
の
メ
シ
を
食
え
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
222

100 　

利
口
と
バ
カ
の
違
い
。
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
224

　
　
　
　
　
　
　

お
わ
り
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
226





19 18

第１章　自分を磨く20の言葉

C
h

a
n

g
e

 
y

o
u

r
 

w
o

r
l

d
 

w
i

t
h

 
w

o
r

d
s

/100
A  H u n d r e d  Wo r d s

01
「
問
題
」は
自
分
の
も
の
。

「
解
決
」も
自
分
の
も
の
。

「
四
人
の
物
語
」
と
い
う
短
文
が
あ
る
。
原
文
は
英
語
だ
。

「
み
ん
な
が
や
る
べ
き
大
事
な
仕
事
が
あ
っ
た
。
き
っ
と
誰
か
が
や
る
だ
ろ

う
と
、
み
ん
な
が
思
っ
た
。
誰
で
も
で
き
た
の
に
、
誰
も
や
ら
な
か
っ
た
。
み
ん
な
の

仕
事
な
の
に
、
と
誰
か
が
怒
っ
た
。
誰
で
も
で
き
た
こ
と
だ
っ
た
、
と
み
ん
な
が
思
っ
た
。
し

か
し
、
誰
も
や
ら
な
い
と
は
誰
も
考
え
な
か
っ
た
。
誰
か
に
頼
ん
だ
人
は
、
誰
も
い
な
か
っ
た
。

最
後
に
は
、
み
ん
な
が
誰
か
の
せ
い
に
し
た
」

問
題
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
て
も
、
そ
の
問
題
が
自
分
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
当
事
者

意
識
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
問
題
を
他
人
事
と
考
え
る
人
間
は
、

解
決
案
を
自
ら
模
索
せ
ず
に
他
人
事
と
考
え
る
。
す
べ
て
に
お
い
て
「
他よ

所そ

ご
と
、
人
ご
と
、

他
人
ご
と
」
と
い
う
精
神
構
造
の
持
ち
主
で
あ
り
、
他
責
人
間
で
あ
る
。

問
題
を
自
分
の
こ
と
と
考
え
る
人
間
は
、
解
決
案
を
実
行
す
る
こ
と
に
も
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
も
自
分
の
こ
と
と
考
え
る
。
私
は
、
こ
う
い
う
人
を
「
自
責
人
間
」
と
呼
ん
で
い
る
。

経
営
者
や
リ
ー
ダ
ー
は
、
自
責
人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。
変
化
を

起
こ
す
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
最
初
に
問
題
を
発
見
し
、
次
に
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
ス

テ
ッ
プ
を
踏
む
の
が
常
道
で
あ
る
。
他
責
人
間
ば
か
り
の
集
団
で
は
、
変
化
を
起
こ
す
ど
こ
ろ

か
問
題
を
発
見
す
る
こ
と
さ
え
難
し
い
。

「
自
責
」
と
は
、
当
事
者
意
識
で
あ
る
。
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
ハ
ム
エ
ッ
グ
に
お
い
て
、
鶏
は
参
加
し
て
い
る
だ
け
だ
が
、
豚
は
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
」
と

い
う
ア
メ
リ
カ
人
の
好
き
な
ジ
ョ
ー
ク
が
あ
る
。
鶏
は
卵
を
産
ん
で
「
あ
と
は
よ
ろ
し
く
」
だ

が
、
豚
は
身
体
を
懸
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
会
社
に
必
要
な
の
は
鶏
社
員
で
は
な
い
。
豚

社
員
で
あ
る
（
豚ト

ン

で
も
な
い
！　

な
ど
と
い
う
な
か
れ
）。

「
や
る
の
は
あ
な
た
た
ち
、
だ
か
ら
頑
張
っ
て
」
で
は
、
誰
も
本
気
で
問
題
の
解
決
に
取
り
組

も
う
と
は
思
わ
な
い
。
私
は
社
内
で
起
き
る
い
か
な
る
問
題
も
自
分
の
も
の
と
考
え
、
誰
か
に

敢
行
を
指
示
し
た
ら
、
実
行
責
任
（
レ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
）
は
と
こ
と
ん
任
せ
る
よ
う
に
務

め
た
が
、
結
果
に
対
す
る
責
任
（
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
）
は
自
ら
負
っ
た
。
究
極
の
自
責
と

は
、「
電
信
柱
が
高
い
の
も
、
郵
便
ポ
ス
ト
が
赤
い
の
も
、
み
ん
な
私
が
わ
る
い
の
よ
」
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。
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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で

磨
か
れ
、人
は
人
に
よ
り
磨
か
れ
る
。

硬
度
の
高
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
、
普
通
の
鑢や

す
り
で
は
削
れ
な
い
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
、

同
じ
硬
度
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
し
か
磨
け
な
い
。
同
様
に
、
人
を
磨
く
の
も
人
し

か
い
な
い
。

自
分
を
磨
く
に
は
、
自
分
よ
り
も
硬
度
な
ら
ぬ
高
度
（
人
間
と
し
て
の
レ
ベ
ル
）
の
高
い
友

人
や
、
欲
を
い
え
ば
メ
ン
タ
ー
（
人
生
の
師
）
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
優
れ
た
メ
ン
タ
ー
を
三

人
持
て
ば
、
自
分
の
人
生
は
劇
的
に
変
わ
る
。

作
家
の
吉
川
英
治
氏
は
「
わ
れ
以
外
み
な
師
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
す

べ
て
の
人
に
学
ぶ
た
め
に
は
、
ど
ん
な
人
か
ら
で
も
、
そ
の
よ
い
点
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
謙
虚
さ
と
、
人
を
見
る
目
が
求
め
ら
れ
る
。
見
る
目
が
な
い
と
、
そ
も
そ
も
何
を
学
ん
で
よ

い
か
が
わ
か
ら
ず
、
下
手
を
す
る
と
学
ぶ
べ
き
で
な
い
こ
と
を
学
ん
で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

自
分
よ
り
も
優
れ
た
高
品
質
の
人
を
見
極
め
る
目
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

で
は
、
よ
い
人
を
見
分
け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

参
考
ま
で
に
私
の
考
え
を
述
べ
よ
う
。
付
き
合
う
べ
き
人
の
条
件
は
、
運
の
よ
い
人
、
学
べ

る
人
だ
。
学
べ
る
人
と
は
、
何
ら
か
の
分
野
で
経
験
と
実
績
の
あ
る
人
、
人
と
し
て
尊
敬
で
き

る
人
、
そ
し
て
本
人
が
今
な
お
学
び
続
け
て
い
る
人
で
あ
る
。
逆
に
遠
ざ
け
た
方
が
よ
い
人
と

は
、
ウ
ソ
を
吐つ

く
人
、
自
分
を
こ
と
さ
ら
に
立
派
に
見
せ
よ
う
と
虚
勢
を
張
る
人
だ
。

だ
い
た
い
、
自
分
で
自
分
の
こ
と
を
立
派
と
言
う
人
に
は
怪
し
い
人
が
多
い
。
人
間
と
し
て

は
贋が

ん

物ぶ
つ

（
に
せ
も
の
）
で
あ
る
。

な
る
べ
く
多
く
の
人
と
出
会
え
ば
、
そ
れ
だ
け
よ
い
人
に
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
も
増
え
る
。

地
方
の
中
小
企
業
の
経
営
者
で
、
雑
誌
や
本
を
読
ん
で
こ
の
人
に
会
い
た
い
と
思
っ
た
ら
、

時
間
を
つ
く
っ
て
直
接
会
い
に
行
く
人
が
い
る
。
ア
ポ
な
し
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
非
礼
で
は
あ

る
が
、
学
び
た
い
と
い
う
本
人
の
素
直
な
志
が
通
じ
る
の
だ
ろ
う
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
い
き

な
り
訪
問
し
て
も
断
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
そ
う
だ
。

明
治
の
実
業
家
、
渋
沢
栄
一
氏
は
晩
年
ま
で
面
会
を
求
め
る
人
に
は
、
時
間
の
許
す
限
り

会
っ
た
と
い
う
。
私
も
、
会
い
た
い
と
い
う
人
に
は
可
能
な
限
り
会
っ
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、

「
磨
か
れ
感
」
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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03
と
り
あ
え
ず
Ｙ
Ｅ
Ｓ
の
人
と
、

と
り
あ
え
ず
Ｎ
Ｏ
の
人
の
違
い
。

世
の
中
の
人
は
、
と
り
あ
え
ず
Ｙ
Ｅ
Ｓ
派
と
、
と
り
あ
え
ず
Ｎ
Ｏ
派
に
分
か
れ
る
。

私
は
、
と
り
あ
え
ず
Ｙ
Ｅ
Ｓ
派
で
あ
る
。
な
に
ご
と
も
肯
定
的
に
捉
え
、
少
し

で
も
成
功
の
可
能
性
の
方
が
失
敗
の
可
能
性
よ
り
高
け
れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
、
は
っ
き
り
Ｎ
Ｏ
と
言
っ
て
い
る
。
明
ら
か
に
失
敗
の
可
能
性
の
方

が
高
い
こ
と
、
違
法
な
こ
と
、
人
の
道
に
反
す
る
こ
と
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ
と
言
っ
た
ら
ウ
ソ
に
な
る
こ

と
、
自
分
の
信
念
・
信
条
に
反
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
五
つ
に
抵て

い

触し
ょ
くし

な
い
限
り
、
基
本
的
に
私
は
Ｙ
Ｅ
Ｓ
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
。

一
方
、
世
の
中
に
は
石
橋
を
叩
い
て
も
渡
ら
な
い
、
な
に
ご
と
に
対
し
て
も
慎
重
で
、
否
定

す
る
理
由
を
探
し
出
す
こ
と
に
卓
越
し
た
能
力
を
発
揮
す
る
、
筋
金
入
り
の
Ｎ
Ｏ
派
の
人
も
い

る
。
Ｙ
Ｅ
Ｓ
派
、
Ｎ
Ｏ
派
、
ど
ち
ら
が
よ
い
か
と
い
う
質
問
に
「
ザ
・
正
解
」
は
な
い
。
慎
重

で
あ
る
こ
と
が
大
切
な
と
き
も
あ
る
か
ら
だ
。
だ
が
、
慎
重
に
石
橋
を
叩
く
ば
か
り
で
は
橋
は

渡
れ
な
い
。

慎し
ん

重ち
ょ
う

居こ

士じ

で
あ
る
Ｎ
Ｏ
派
は
失
敗
が
少
な
い
。
が
、
失
敗
し
な
い
人
は
成
功
も
し
な
い
。

反
面
、
と
り
あ
え
ず
Ｙ
Ｅ
Ｓ
派
は
失
敗
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
成

功
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
肯
定
思
考
の
Ｙ
Ｅ
Ｓ
派
は
ど
ん
な
に
失
敗
し
て
も
、
次
は
う
ま
く
行
く
、

次
は
で
き
る
と
、
成
功
す
る
ま
で
あ
き
ら
め
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
か
ら
だ
。「
も
の
ご
と

が
う
ま
く
運
ば
な
い
と
き
、
匙さ

じ

を
投
げ
た
く
な
っ
た
と
き
に
は
、〝
あ
き
ら
め
な
い
！
〞
と
い

う
妙
薬
が
あ
る
」
と
い
う
名
言
も
あ
る
。

サ
ン
ト
リ
ー
の
創
業
者
・
鳥
井
信
治
郎
氏
も
、
と
り
あ
え
ず
Ｙ
Ｅ
Ｓ
派
の
代
表
だ
ろ
う
。
氏

は
「
や
っ
て
み
な
は
れ
。
や
ら
な
わ
か
ら
し
ま
へ
ん
で
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

名
経
営
者
に
は
、
と
り
あ
え
ず
Ｙ
Ｅ
Ｓ
派
が
多
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

慎
重
さ
を
第
一
と
す
る
銀
行
マ
ン
に
は
、
わ
ず
か
に
Ｙ
Ｅ
Ｓ
派
の
ト
ッ
プ
は
い
る
も
の
の
、

や
は
り
前
例
が
な
い
と
や
ら
な
い
「
お
役
所
仕
事
」
体
質
の
Ｎ
Ｏ
派
が
多
い
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
家
は
、
例
外
な
く
Ｙ
Ｅ
Ｓ
派
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

人
は
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ
派
の
リ
ー
ダ
ー
の
方
に
集
ま
っ
て
く
る
。
ま
た
、
部
下
の
話
を
聴
く
と
き
も

と
り
あ
え
ず
Ｙ
Ｅ
Ｓ
が
基
本
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
Ｎ
Ｏ
が
口
ぐ
せ
の
人
は
、
今
日
か
ら
Ｙ
Ｅ

Ｓ
に
改
め
る
べ
き
だ
。
そ
れ
で
人
生
が
変
わ
っ
て
く
る
。
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左
遷・降
格
は
よ
い
チ
ャ
ン
ス
！

04
人
生
に
は
挫
折
す
る
と
き
も
あ
れ
ば
、
不
遇
の
と
き
も
あ
る
。
終
始
一
貫
、
右
肩
上

が
り
の
人
生
を
送
る
人
な
ど
あ
り
得
な
い
。
誰
で
も
何
度
か
は
転
ぶ
も
の
だ
。
だ

が
、
そ
の
中
で
成
功
し
た
人
と
い
う
の
は
、
例
外
な
く
人
生
の
逆
境
を
何
度
も
乗
り
越

え
て
き
た
人
で
あ
る
。

私
は
、
28
歳
と
い
う
比
較
的
若
い
と
き
に
管
理
職
に
就
い
た
が
、
一
度
、
課
長
か
ら
平
社
員

に
降
格
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
降
格
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
が
、
当
時
、
私し

淑し
ゅ
く（

尊
敬
）
し
て

い
た
人
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
ほ
ど
な
く
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
で
い
う
と
こ
ろ
の
復
元
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）
の
た
め
の
知
恵
を
授
け
て
も
ら
っ
た
の
だ
。

や
っ
た
こ
と
は
、
た
だ
一
つ
。
と
こ
と
ん
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
だ
っ
た
。

降
格
さ
れ
た
後
は
、
朝
は
誰
よ
り
も
早
く
出
社
し
、
ど
ん
な
仕
事
で
も
明
る
く
積
極
的
か
つ

主
体
的
に
こ
な
し
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
発
言
す
る
機
会
も
ぐ
ん
と
増
や
し
た
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
明
る

く
楽
し
く
前
向
き
に
）
を
実
践
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
す
べ
て
に
お
い
て
降
格
さ
れ
る
前
よ
り
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
行
動
し
た
の
で
あ
る
。

降
格
に
ク
サ
る
こ
と
な
く
、
以
前
よ
り
も
明
る
く
楽
し
く
、
積
極
的
に
仕
事
を
す
る
私
を
見

て
、
周
囲
は
「
い
っ
た
い
ど
う
し
た
ん
だ
？
」「
あ
い
つ
は
降
格
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

と
不
思
議
が
っ
た
。
私
の
態
度
は
、
と
て
も
降
格
さ
れ
た
人
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、

周
囲
の
驚
き
は
当
然
だ
ろ
う
。
降
格
か
ら
立
ち
直
っ
て
元
の
状
態
に
復
す
る
、
い
わ
ゆ
る
復
元

で
あ
れ
ば
普
通
の
こ
と
だ
が
、
私
は
元
の
状
態
を
超
え
た
「
超
元
」
状
態
だ
っ
た
の
だ
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
極
意
は
、
元
に
戻
る
の
で
は
な
く
元
を
超
え
る
こ
と
で
あ
る
。

逆
境
は
そ
の
人
の
真
価
を
問
い
、
ま
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
き
っ
か
け
と
も
な
る
。

私
は
降
格
か
ら
半
年
で
元
の
課
長
職
に
昇
格
し
た
が
、
も
し
も
降
格
に
ク
サ
り
、
降
格
さ
せ

た
上
司
や
人
事
に
恨
み
を
抱
く
だ
け
で
あ
っ
た
ら
、
昇
格
の
チ
ャ
ン
ス
は
ず
っ
と
遠
の
い
た
こ

と
だ
ろ
う
。

一
流
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
は
「
勝
つ
こ
と
も
あ
れ
ば
負
け
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
が
ス
ポ
ー
ツ

だ
」
と
言
う
。
ビ
ジ
ネ
ス
も
人
生
も
同
様
だ
。
負
け
た
こ
と
を
悔
や
む
よ
り
も
、
今
ま
で
以
上

に
や
る
こ
と
は
な
い
か
と
、
常
に
考
え
続
け
る
の
が
一
流
の
人
だ
と
言
え
る
。
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05
将
来
の
成
功
を
妨
げ
る

最
大
の
敵
は
過
去
の
成
功
で
あ
る
。

〝R
evenge of Success

（
成
功
の
復
讐
）〞
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

過
去
の
成
功
体
験
に
と
ら
わ
れ
、
時
代
や
環
境
が
変
わ
っ
て
も
、
過
去
に
成

功
し
た
や
り
方
に
こ
だ
わ
っ
て
、
変
化
に
対
応
で
き
な
い
状
態
の
こ
と
を
言
う
。
過
去

に
成
功
し
た
こ
と
が
、
か
え
っ
て
仇あ

だ

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。

こ
う
い
う
こ
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
珍
し
く
な
い
。

企
業
が
過
去
に
成
長
を
遂
げ
た
の
は
、
そ
の
と
き
に
は
正
し
い
や
り
方
を
し
て
い
た
た
め
だ

が
、
そ
れ
が
現
在
で
も
正
し
い
こ
と
と
し
て
通
用
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
理
由
は
至
極
明
瞭
で

簡
単
。
経
営
を
取
り
囲
む
環
境
が
変
わ
る
か
ら
で
あ
る
。

失
速
し
、
墜
落
寸
前
で
あ
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｌ
（
日
本
航
空
）
は
、
稲
盛
和
夫
氏
が
経
営
の
ト
ッ
プ

に
就
き
、
思
い
切
っ
た
改
革
を
実
行
す
る
こ
と
で
再
建
が
か
な
っ
た
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
は
、
誕
生
し
た
と
き
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ラ
ッ
グ
・
キ
ャ
リ
ア
の
エ
ア
ラ
イ
ン
で

あ
り
、
長
ら
く
航
空
業
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
座
に
君
臨
し
て
い
た
た
め
、
社
員
の
プ
ラ
イ
ド
も

高
く
、
自
分
た
ち
だ
け
で
は
な
か
な
か
過
去
の
栄
光
を
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
。

航
空
業
界
の
再
編
で
Ｊ
Ａ
Ｓ
（
日
本
エ
ア
シ
ス
テ
ム
）
と
統
合
し
た
と
き
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
よ
り
も

コ
ス
ト
高
で
あ
っ
て
も
す
べ
て
の
シ
ス
テ
ム
を
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
シ
ス
テ
ム
で
統
一
し
、
そ
の
結
果
、

浮
上
の
た
め
の
統
合
で
あ
っ
た
の
に
、
経
営
状
況
は
ま
す
ま
す
悪
く
な
っ
た
。

そ
し
て
、
稲
盛
和
夫
氏
と
い
う
強
力
で
権
威
あ
る
リ
ー
ダ
ー
を
迎
え
る
ま
で
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
は

ず
っ
と
変
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
ま
ま
、
は
る
か
な
る
過
去
の
成
功
に
復
讐
さ
れ
続
け
て
い
た

の
で
あ
る
。

成
功
に
復
讐
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
一
つ
は
現
状
を
冷
静
か

つ
客
観
的
に
見
て
、
本
当
に
過
去
の
や
り
方
の
ま
ま
で
よ
い
か
を
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
、
経
営
者
自
身
が
過
去
の
成
功
の
体
験
者
で
あ
る
場
合
、
な
か
な
か
客
観
的
に
な
れ
な

い
も
の
だ
。
そ
こ
で
も
う
一
つ
の
方
法
が
あ
る
。
他
人
の
諫か

ん

言げ
ん

、
苦
言
、
忠
言
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
で
あ
る
。
耳
の
痛
い
こ
と
を
言
う
人
を
大
事
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
成
功
か
ら
復
讐
さ
れ

る
危
険
を
防
ぐ
の
で
あ
る
。
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正
し
い
満
足（S

atisfaction

）と

悪
い
満
足（C

om
placency

）。

06
満
足
に
は
二
種
類
あ
る
。

そ
れ
は
正
し
い
満
足
（Satisfaction

）
と
悪
い
満
足
（Com

placency

）
だ
。

顧
客
満
足
、
社
員
満
足
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
「
満
足
」
と
い
う
言
葉
は
重
要
な
意
味

で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
満
足
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
掘
り
下
げ
て
考
え
て
み
る

必
要
が
あ
る
。

悪
い
満
足
（Com

placency
）
と
は
「
安
易
な
現
状
肯
定
」
で
あ
る
。「
悪
い
」
を
別
の
言

葉
で
言
う
と
「
ま
あ
、
こ
ん
な
も
の
だ
ろ
う
」
で
あ
り
、「
ま
あ
え
え
や
ん
か
」
で
あ
る
。

会
社
の
業
績
は
悪
い
が
、
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
の
だ
か
ら
「
仕
方
が
な
い
」、
本
当
は
職

場
に
不
満
は
あ
る
が
、
他
に
働
く
場
所
も
な
い
か
ら
「
仕
方
が
な
い
」、
昨
日
も
こ
れ
で
何
事

も
な
く
過
ぎ
た
の
だ
か
ら
、
今
日
も
こ
れ
で
よ
い
で
は
な
い
か
、
無
理
を
す
る
こ
と
は
な
い
。

こ
れ
で
は
未
来
が
な
い
。
足
る
を
知
る
と
い
う
と
格
好
は
よ
い
が
、
現
状
を
是
認
す
る
だ
け

の
悪
い
満
足
に
は
、
足
ら
ざ
る
を
知
る
が
欠
け
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
自

分
自
身
は
現
状
維
持
の
ま
ま
で
発
展
が
な
い
。
自
分
を
磨
き
続
け
る
た
め
に
は
、
悪
い
満
足
に

陥
っ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

正
し
い
満
足
（Satisfaction

）
に
は
、
三
つ
の
条
件
が
あ
る
。

ま
ず
「
誇
り
（
プ
ラ
イ
ド
）」
で
あ
る
。
仕
事
に
対
す
る
誇
り
（
プ
ラ
イ
ド
）、
や
り
が
い
、

生
き
が
い
を
感
じ
る
と
い
う
満
足
が
、
本
当
の
満
足
（Satisfaction

）
で
あ
る
。

次
の
条
件
は
目
標
を
達
成
し
た
と
き
の
「
達
成
感
」
で
あ
る
。
達
成
感
を
感
じ
さ
せ
な
い
、

物
足
り
な
さ
が
残
る
う
ち
は
、
そ
の
満
足
は
本
物
で
は
な
い
。
心
の
内
で
「
ヤ
ッ
タ
ゾ
！
」
と

い
う
快か

い

哉さ
い

を
叫
ぶ
よ
う
な
達
成
感
が
あ
っ
て
、
正
し
い
満
足
（Satisfaction

）
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
最
後
が
「
自
己
実
現
感
」
で
あ
る
。

仕
事
や
会
社
を
通
じ
て
着
実
に
自
分
を
磨
き
、
高
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い
う
し
み
じ

み
と
し
た
実
感
が
あ
っ
て
こ
そ
、
正
し
い
満
足
（Satisfaction

）
と
な
り
得
る
の
だ
。

「
誇
り
」「
達
成
感
」「
自
己
実
現
感
」
が
、
正
し
い
満
足
の
源
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
三
つ
の

言
葉
を
攪か

く

拌は
ん

し
て
一
つ
の
言
葉
に
落
と
し
込
む
と
、
そ
こ
に
は
「
ワ
ク
ワ
ク
感
」
と
い
う
言
葉

が
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
対
極
に
は
「
イ
ヤ
イ
ヤ
感
」
が
あ
る
。
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の

違
い
と
は
。

07
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
「
和
製
英
語
」
は
、
給
料
を
も
ら
う
人
と
い
う
意
味
に
な
る

で
あ
ろ
う
が
、
戦
前
、
す
な
わ
ち
昭
和
初
期
ま
で
は
、
月
給
取
り
と
い
う
の
は
羨

望
の
的
で
あ
っ
た
。
昭
和
初
期
ま
で
の
日
本
で
は
、
毎
月
の
給
料
が
定
額
で
支
給
さ
れ

る
人
は
、
上
級
官
吏
か
大
企
業
の
本
社
に
勤
務
す
る
人
く
ら
い
で
、
ほ
と
ん
ど
の
労
働
者
は
出

来
高
払
い
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
初
期
と
は
異
な
り
、
現
代
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
言
葉
に
は
、
ど
こ
か
軽
い
自じ

嘲ち
ょ
う

的
な
含
み
が
あ
る
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
出
退
勤
時
間
さ
え
打
刻
す
れ
ば
給
料
は
保
証
さ
れ

る
、
だ
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
は
気
楽
な
稼
業
だ
と
い
う
歌
が
、
今
か
ら
半
世
紀
ほ
ど
前
に
流は

行や

っ
た
。

す
で
に
半
世
紀
前
か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
名
称
に
は
自
嘲
的
な
響
き
が
あ
っ
た
の
だ
。

私
は
、
新
入
社
員
の
時
代
か
ら
、
い
ま
だ
か
つ
て
自
分
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
と
思
っ
た
こ
と

は
な
く
、
普
段
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
も
な
い
。
私
が
使
う
の
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
だ
。

で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
は
、
ど
こ
か
ど
う
違
う
の
か
。

こ
れ
は
新

あ
た
ら
し

流
の
定
義
で
あ
る
と
断
っ
た
う
え
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
違

い
を
述
べ
る
と
こ
う
な
る
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
は
、
会
社
の
名
刺
で
仕
事
を
す
る
人
で
あ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
は
、
自
分
の
足
で
歩
き
、
自
分
の
腕
で
稼
ぎ
、
自
分
の
地じ

頭あ
た
まで

考
え
る
こ

と
が
で
き
る
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
は
会
社
を
退
い
た
ら
通
用
し
な
い
人
だ

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
、
会
社
を
は
な
れ
て
も
自
力
で
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
人
の
こ
と
だ
。

違
い
は
ま
だ
あ
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
は
、
会
社
に
使
わ
れ
て
会
社
へ
仕
事
を
し
に
行
く
人

で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
は
、
会
社
を
使
っ
て
会
社
に
結
果
を
出
し
に
行
く
人
で
あ
る
。

社し
ゃ

畜ち
く

と
い
う
、
聞
く
も
不
愉
快
な
言
葉
が
あ
る
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
は
、
主
体
が

会
社
で
自
分
自
身
は
会
社
に
従
属
す
る
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
。
こ
れ
で
は
、
社
畜
と
言
わ
れ

て
も
反
論
で
き
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
、
主
体
は
自
分
で
あ
り
、
会
社
は
自
己
実
現
の
た
め

の
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
同
じ
働
く
な
ら
、
誇
り
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
目
指
す
べ
き
だ
。
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ジ
ン
ザ
イ
に
は
人
財
、人
材
、

人
在
、人
罪
の
４
種
が
あ
る
。

08
ジ
ン
ザ
イ
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る
。
自
分
磨
き
に
お
い
て
も
、
自

分
が
ジ
ン
ザ
イ
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
ど
の
位
置
に
い
る
か
に
よ
っ
て
、
磨
く
べ
き

も
の
と
方
向
が
異
な
っ
て
く
る
。

ま
ず
は
、
足
り
な
い
も
の
を
補
う
こ
と
が
、
自
分
磨
き
の
ニ
ー
ズ
と
な
る
が
、
足
り
な
い
も

の
は
ジ
ン
ザ
イ
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
か
ら
だ
。
タ
イ
プ
別
に
見
て
い
こ
う
。

ま
だ
新
人
の
、
ジ
ン
ザ
イ
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
は
、
原
材
料
と
い
う
意
味
で
の
「
人
材
」
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
磨
き
は
主
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
力
を
注
ぐ
方
が
よ
い
。

「
人
在
」
の
位
置
で
停
滞
し
て
い
る
な
と
思
う
人
は
、
マ
イ
ン
ド
を
上
げ
る
た
め
に
、
尊
敬
で

き
る
人
に
会
っ
て
話
を
聴
く
こ
と
や
人
間
力
を
上
げ
る
た
め
の
読
書
を
お
す
す
め
す
る
。

「
人
罪
」
の
位
置
の
人
で
あ
っ
て
も
、
人
材
の
人
や
人
在
の
人
と
と
も
に
、
人
財
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
へ
移
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
自
分
は
ス
キ
ル
も
マ
イ
ン
ド
も
一

定
水
準
以
上
と
い
う
「
人
財
」
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
あ
る
と
思
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
修

羅
場
（
後
述
）
に
飛
び
込
ん
で
、
徹
底
的
に
自

分
磨
き
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
自
分
磨
き

の
最
高
の
舞
台
は
、
修
羅
場
だ
か
ら
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
自
分
磨
き
も
タ
イ
プ
別
に
行

う
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。

人
は
、
自
分
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
の
は

自
分
自
身
で
あ
る
反
面
、
自
分
を
最
も
知
ら
な

い
の
も
自
分
自
身
で
あ
る
と
い
え
る
。

正
し
い
自
分
を
発
見
す
る
た
め
に
は
、
上
司

や
友
人
、
そ
れ
に
部
下
の
意
見
を
聞
く
こ
と
に

よ
り
、「
本
当
の
自
分
」
は
ど
の
タ
イ
プ
か
を

知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
実
は
こ
れ
が
、
非

常
に
重
要
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
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人
財
育
成
の
三
条
件
は「
座
学
」

「
メ
ン
タ
ー
」「
修
羅
場
」の
三
本
柱
。

09
長
期
的
に
見
れ
ば
人
の
能
力
は
先
天
的
に
与
え
ら
れ
た
も
の
よ
り
、
概
し
て
後
天
的

に
獲
得
し
た
も
の
の
方
が
大
き
く
モ
ノ
を
い
う
。
つ
ま
り
、
人
は
置
か
れ
た
環
境

に
強
く
影
響
さ
れ
る
動
物
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
人
を
成
長
さ
せ
る
環
境
と
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

人
は
何
か
ら
多
く
を
学
ぶ
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
人
と
経
験
か
ら
で
あ
る
。
人
は
人
か
ら
学

び
、
経
験
か
ら
学
ん
で
成
長
す
る
。

中
で
も
と
り
わ
け
大
き
な
成
長
を
も
た
ら
す
の
が
、「
修
羅
場
」
を
経
験
す
る
こ
と
だ
。
ビ

ジ
ネ
ス
の
世
界
で
「
修
羅
場
」
と
は
、「
困
難
な
仕
事
」「
結
果
責
任
を
伴
う
仕
事
」「
や
っ
た

こ
と
の
な
い
仕
事
」
な
ど
で
あ
る
。

結
果
の
良
し
悪
し
が
数
字
で
は
っ
き
り
現
れ
、
そ
の
責
任
が
問
わ
れ
る
仕
事
で
あ
り
、
新
市

場
の
開
拓
な
ど
、
前
例
の
な
い
困
難
な
仕
事
で
結
果
を
出
す
こ
と
は
、
人
を
必
ず
大
き
く
成
長

さ
せ
る
。
部
下
を
育
て
る
に
は
、
可
能
な
限
り
「
修
羅
場
」
と
い
う
環
境
を
与
え
て
や
る
こ

と
だ
。

ま
た
、
自
分
を
磨
こ
う
と
い
う
人
な
ら
、
自
ら
進
ん
で
修
羅
場
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

私
は
、
こ
れ
は
と
見
込
ん
だ
部
下
に
は
何
度
も
修
羅
場
を
与
え
、
最
後
ま
で
任
せ
た
。
私
自

身
の
こ
と
で
言
え
ば
、
あ
え
て
前
例
の
な
い
事
業
に
挑
ん
だ
こ
と
も
一
度
や
二
度
で
は
な
い
。

だ
か
ら
、
修
羅
場
を
任
さ
れ
た
と
き
に
は
、
チ
ャ
ン
ス
が
き
た
と
思
う
べ
き
で
あ
る
。
人
財

を
つ
く
る
う
え
で
、
修
羅
場
の
貢
献
度
が
70
％
な
の
で
あ
る
。

二
番
目
に
大
事
な
環
境
は
「
メ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
。「
メ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
後
で
詳
し

く
述
べ
る
が
、
い
わ
ば
「
人
生
の
師
」
で
あ
り
、
自
分
が
困
っ
た
と
き
、
迷
っ
た
と
き
に
道
を

照
ら
し
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
。
三
人
の
メ
ン
タ
ー
の
い
る
環
境
は
、
そ
の
人
の
人
生
を
ば
ら

色
に
す
る
。
し
か
し
、
メ
ン
タ
ー
は
自
然
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
求
め
探
し
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ
ン
タ
ー
の
重
要
度
は
20
％
。

「
座
学
」
は
三
つ
の
う
ち
で
最
後
に
位
置
す
る
が
、
そ
れ
は
重
要
性
が
低
い
と
い
う
意
味
で

は
な
い
。「
座
学
」
に
は
、
論
理
的
に
経
験
を
補
う
と
い
う
重
要
な
役
割
が
あ
る
（
重
要
度
は

10
％
）。
経
験
だ
け
の
我
流
や
自
己
流
の
や
り
方
は
必
ず
限
界
が
あ
る
。
不
変
の
真
理
や
原
理

原
則
と
い
う
も
の
は
、
と
き
と
し
て
書
物
や
座
学
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
だ
。
経
験
を
補
い
筋
の

通
っ
た
理
論
を
学
ぶ
に
は
、
座
学
も
必
ず
必
要
な
の
で
あ
る
。
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「
聞
く・聴
く・訊
く
」の

三
つ
の
キ
ク
を
会
得
せ
よ
。

10
か
つ
て
阿
川
佐
和
子
氏
の
『
聞
く
力
』（
文
春
新
書
）
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。

昔
か
ら
「
聞
き
上
手
」
と
い
う
言
葉
は
あ
る
が
、
私
は
「
聴
き
上
手
」（「
訊
き

上
手
」）
と
も
言
っ
て
い
る
。
阿
川
さ
ん
は
、「
聴
き
上
手
」
と
「
訊
き
上
手
」
の
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
達
人
で
あ
る
。

聴
く
と
聞
く
と
訊
く
は
、
発
音
は
同
じ
キ
ク
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
が
異
な
る
。

聞
く
は
、
門
の
中
に
い
て
耳
に
入
っ
て
く
る
外
の
音
を
聞
く
。
す
な
わ
ち
、
室
内
に
い
て
、

風
の
音
や
鳥
の
声
な
ど
、
外
か
ら
入
っ
て
く
る
音
を
ぼ
ん
や
り
と
聞
い
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

聞
き
分
け
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
心
地
よ
い
音
か
不
快
な
音
か
と
い
う
だ
け
だ
。

話
し
て
い
る
側
か
ら
す
れ
ば
、
聞
い
て
い
る
よ
う
だ
け
れ
ど
も
、
本
当
に
伝
わ
っ
て
い
る
の

か
ま
で
は
確
信
で
き
な
い
。
馬ば

耳じ

東と
う

風ふ
う

と
ま
で
は
行
か
な
い
が
、
話
す
側
か
ら
す
れ
ば
話
す
甲

斐
の
な
い
相
手
で
あ
る
。

聴
く
と
は
、
意
識
を
も
っ
て
集
中
し
て
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
あ
る
。

聞
く
と
聴
く
で
は
何
が
違
う
か
。
聞
く
は
門
の
中
に
入
っ
て
い
る
耳
で
し
か
聞
い
て
い
な
い

が
、
聴
く
は
耳
と
心
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
目
も
使
っ
て
聴
い
て
い
る
。
目
は
口
ほ
ど

に
モ
ノ
を
い
う
。
聴
き
手
側
の
目
が
本
気
な
ら
、
話
し
手
は
自
分
の
話
が
き
ち
ん
と
伝
わ
っ
て

い
る
こ
と
を
確
信
す
る
も
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
文
字
も
そ
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
が
聞
き
上
手
の
必
要
条
件
で
あ
る
。

聴
き
上
手
に
な
る
に
は
、
二
つ
の
「
キ
ク
チ
カ
ラ
」
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
聴

く
力
と
訊
く
力
、
こ
れ
が
「
聴
き
上
手
」
の
必
要
十
分
条
件
で
あ
る
。「
訊
き
上
手
」
は
、
相

手
の
話
を
う
ま
く
引
き
出
す
質
問
の
う
ま
い
人
だ
。
し
た
が
っ
て
、
訊
き
上
手
は
、
話
さ
せ
上

手
で
も
あ
る
。
う
ま
い
質
問
と
は
、
相
手
が
答
え
や
す
く
訊
く
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
訊
く
技
術

が
話
さ
せ
上
手
の
本
質
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

教
わ
る
こ
と
の
達
人
は
、
こ
の
聴
く
と
訊
く
を
駆
使
す
る
。

す
な
わ
ち
、
人
の
話
を
促う

な
が
し
、
そ
の
相
手
の
話
に
興
味
を
示
し
、「
そ
れ
で
？
」「
そ
れ
か

ら
？
」「
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
で
す
か
？
」
と
、
話
す
側
の
話
す
気
を
そ
そ
る
よ
う
な
質
問
を

す
る
こ
と
で
、
話
の
内
容
が
深
ま
る
よ
う
に
誘
導
す
る
の
で
あ
る
。
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目
標
の
５
Ｋ
は

会
社・家
族・経
済・教
養・健
康
。

11
32

歳
の
と
き
に
、
45
歳
で
社
長
に
な
る
と
い
う
目
標
を
定
め
た
ら
、
40
歳
ま
で
に
何

を
ど
れ
だ
け
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
、
45
歳
ま
で
に
は
ど
う
な
っ
て
い
な
け

れ
ば
い
け
な
い
か
が
自
ず
か
ら
決
ま
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
こ
と
だ

け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
15
年
間
の
人
生
を
会
社
の
中
だ
け
で
過
ご
す
わ
け
で
は
な
い
か
ら
だ
。

人
生
の
目
標
は
、
５
Ｋ
と
い
う
要
素
が
あ
っ
て
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
。

私
は
、
自
分
自
身
の
経
験
か
ら
、
目
標
の
５
Ｋ
と
は
「
会
社
」「
家
族
」「
経
済
」「
教
養
」

「
健
康
」
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
五
つ
に
つ
い
て
、
い
つ
ま
で
に
、
ど
れ
だ
け
達
成
す
る
か
、

そ
れ
ぞ
れ
に
達
成
レ
ベ
ル
と
締
め
切
り
を
設
け
た
う
え
で
行
動
に
移
す
の
で
あ
る
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
「
準
備
な
き
者
は
去
れ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
だ
。
準
備

と
は
、
ゲ
ー
ム
の
前
ま
で
に
や
る
べ
き
こ
と
だ
。
そ
の
と
き
に
な
っ
て
か
ら
は
じ
め
る
の
で
は
、

ゲ
ー
ム
に
参
加
す
る
資
格
が
な
い
。
健
康
は
、
そ
の
と
き
に
な
っ
て
考
え
る
の
で
は
手
遅
れ
な

の
だ
。

私
が
32
歳
の
と
き
に
立
て
た
五
つ
の
目
標
の
ご
く
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

①
会
社
︱
︱
「
３
年
以
内
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
し
て
は
、
社
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
る
。

45
歳
ま
で
に
は
社
長
に
な
る
」

②
家
族
︱
︱
「
三
人
の
男
の
子
を
、
教
育
に
加
え
、
教
養
の
高
い
人
間
に
育
て
る
」

③
経
済
︱
︱
「
62
歳
ま
で
に
は
、
定
年
で
会
社
を
辞
め
て
も
不
都
合
の
な
い
ぐ
ら
い
の
財
産
形

成
を
完
了
す
る
」

④
教
養
︱
︱
「
仕
事
に
特
化
し
た
、
い
わ
ゆ
る
有
識
者
に
加
え
、
自
分
の
人
間
と
し
て
の
教

養
を
高
め
る
た
め
に
、
文
学
・
歴
史
・
美
術
等
に
も
20
％
ぐ
ら
い
の
時
間
を

割
く
」

⑤
健
康
︱
︱
「
週
に
三
回
は
健
康
な
汗
を
か
く
。
一
日
５
０
０
回
腕
立
て
伏
せ
を
す
る
」

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

現
実
的
に
は
、
５
Ｋ
す
べ
て
を
同
時
に
追
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
時
間
は
一
日
24
時
間
し

か
な
い
。
身
体
も
一
つ
で
あ
る
。「
す
べ
て
を
追
え
ば
す
べ
て
を
失
う
」
と
い
う
、
お
馴
染
み

の
意
味
あ
い
の
言
葉
も
あ
る
。

そ
こ
で
出
て
く
る
の
が
「
廃
棄
を
選
択
」、
つ
ま
り
「
優
先
順
位
」
と
い
う
原
理
原
則
で
あ

る
。〝
今
日
の
自
分
〞
に
と
っ
て
こ
れ
が
特
に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
三
つ
く
ら
い
選
ん
で
、

そ
れ
に
絞
っ
て
目
標
を
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、
目
標
達
成
の
確
率
は
格
段
に
高
ま
る
。



41 40

第１章　自分を磨く20の言葉

C
h

a
n

g
e

 
y

o
u

r
 

w
o

r
l

d
 

w
i

t
h

 
w

o
r

d
s

/100
A  H u n d r e d  Wo r d s

一
見
矛
盾
す
る
も
の
を

両
立
で
き
る
の
が
一
流
の
人
で
あ
る
。

12
仕
事
を
取
る
か
家
庭
を
取
る
か
、
品
質
を
優
先
す
る
か
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
優
先
す
る

か
、
夢
を
追
い
か
け
る
か
現
実
生
活
を
守
る
か
な
ど
な
ど
、
人
が
生
き
て
い
く
う

え
で
一
見
両
立
で
き
そ
う
に
な
い
も
の
は
多
い
。

し
か
し
、
ど
ち
ら
か
を
あ
き
ら
め
る
と
い
う
の
は
、
と
き
に
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
は
あ
っ

て
も
、
そ
れ
が
唯
一
の
正
し
い
選
択
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
、
常
に
両
立
さ
せ
る

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
実
際
、
多
く
の
こ
と
を
両
立
さ
せ
て
き
た
か
ら
だ
。

そ
も
そ
も
一
見
矛
盾
し
て
い
る
も
の
が
、
本
当
に
矛
盾
し
て
い
る
か
、
よ
く
見
て
み
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

昨
今
で
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
言
葉
が
流
行
っ
て
い
る
。
仕
事
を
取
る
か
家

庭
を
取
る
か
は
、
日
本
人
の
間
で
は
悩
ま
し
い
問
題
だ
。
で
は
、
仕
事
と
家
庭
は
本
当
に
対
立

す
る
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

仕
事
は
家
庭
の
安
定
を
維
持
す
る
た
め
の
お
金
を
稼
ぐ
手
段
で
あ
り
、
家
庭
は
仕
事
に
取
り

組
む
た
め
の
意
欲
と
動
機
の
源
で
あ
る
。
両
者
は
対
立
関
係
で
は
な
く
、
補
完
関
係
で
あ
り
、

両
立
関
係
で
あ
る
。

確
か
に
、
仕
事
の
期
限
が
迫
れ
ば
家
庭
よ
り
仕
事
を
優
先
す
る
と
き
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
は
一
時
的
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
常
態
化
す
る
よ
う
で
は
、
そ
も
そ
も
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と

し
て
落
第
で
あ
る
。
た
と
え
経
営
者
で
も
、
家
庭
を
壊
し
て
仕
事
を
す
る
の
は
、
あ
る
べ
き
姿

で
は
な
い
。
一
見
対
立
し
そ
う
な
二
つ
の
こ
と
を
両
立
さ
せ
て
こ
そ
、
優
れ
た
経
営
者
な
の
で

あ
る
。

品
質
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も
そ
う
だ
。
長
期
で
考
え
れ
ば
、
我
々
は
常
に
高
品
質
と
低
コ
ス
ト

の
両
立
の
実
現
を
目
標
と
し
、
生
産
方
式
や
設
備
の
改
善
に
日
々
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
夢
と
現
実
生
活
も
然
り
。
我
々
は
、
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
こ
そ
、
現
実
生
活
を
維

持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
見
、
両
立
で
き
そ
う
に
な
い
こ
と
を
両
立
さ
せ
る
の
が
一
流
の
人

だ
。
私
は
こ
れ
を
「
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
よ
さ
よ
う
な
ら
、
ト
レ
ー
ド
・
オ
ン
よ
こ
ん
に
ち
は
」

と
称
し
て
い
る
。
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
と
は
「
あ
ち
ら
か
こ
ち
ら
か
」
と
い
う
対
立
の
こ
と
で
あ

り
、
一
方
の
ト
レ
ー
ド
・
オ
ン
と
は
「
あ
ち
ら
も
こ
ち
ら
も
」
と
い
う
両
立
の
こ
と
で
あ
る
。

一
流
の
人
と
は
「
両
立
人
間
」
で
あ
る
。
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13
牢
動
や
労
働
を
す
る
な
！

朗
働
を
し
ろ
！

私
は
、
働
き
方
に
は
三
種
類
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
は
、
労
働
、
牢
動
、
朗
働
で
あ
る
。
労
働
と
は
、
自
分
や
家
族
が
生
活

す
る
た
め
の
お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
働
く
こ
と
だ
。
ワ
ー
ク
（W

ork

）
で
あ
り
レ
イ
バ
ー

（Labor

）
で
あ
る
。
牢
動
と
は
、
不
本
意
な
仕
事
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
り
、
他
人
に
強
制
さ

れ
て
い
や
い
や
動
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
ド
ラ
ッ
ジ
エ
リ
ー
（D

rudgery

）
と
い
う
。
一

方
で
朗
働
と
は
、
主
体
的
に
仕
事
を
楽
し
ん
で
働
く
こ
と
。
こ
れ
は
使
命
感
と
喜
び
を
伴
う

ヴ
ォ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（V

ocation

）
で
あ
る
。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
㈱
の
元
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ー
ク
氏
は
「
Ｆ

Ｕ
Ｎ
（
楽
し
む
）
で
な
れ
ば
、
よ
い
仕
事
は
で
き
な
い
」
と
、
よ
く
言
っ
て
い
た
。

働
く
こ
と
は
、
す
べ
か
ら
く
Ｆ
Ｕ
Ｎ
、
す
な
わ
ち
「
朗
働
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

の
だ
。
で
は
、
働
く
こ
と
を
朗
働
に
す
る
た
め
に
は
、
何
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
心
の
持
ち
方
」
で
あ
る
。
楽
し
い
楽
し
い
と
思
い
つ
つ
仕
事
を
す
る
と
、
次
第
に
労
働

は
朗
働
と
化
す
る
。

し
か
し
、
は
じ
め
て
取
り
組
む
仕
事
で
あ
っ
た
り
、
時
間
の
余
裕
が
な
い
仕
事
の
と
き
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
。
ス
キ
ル
や
時
間
に
余
裕
は
な
く
て
も
、
心
の
余
裕
を
失
わ
な
い
こ
と
だ
。

困
難
な
仕
事
に
挑
む
と
き
で
も
、
心
に
余
裕
を
生
む
方
法
は
あ
る
。
ま
ず
、
で
き
る
と
信
じ
る

こ
と
。
人
の
気
持
ち
と
は
、
80
％
以
上
が
自
己
暗
示
で
あ
る
。
で
き
る
と
信
じ
れ
ば
、
本
気
で

で
き
る
と
思
え
る
よ
う
に
な
る
も
の
な
の
だ
。

困
難
な
仕
事
に
挑
む
こ
と
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
こ
と
。
ピ
ン
チ
と
は
、

常
に
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
れ
ば
、
心
の
余
裕

が
保
て
る
。
そ
し
て
、
笑
顔
を
忘
れ
な
い
こ
と
。
笑
顔
で
い
る
こ
と
で
、
や
っ
て
い
る
こ
と
が

何
と
な
く
楽
し
く
な
り
、
周
囲
の
人
た
ち
の
心
に
も
余
裕
が
生
ま
れ
る
。
労
働
は
朗
働
に
変
え

ら
れ
る
の
だ
。

で
は
、
ど
う
し
て
も
牢
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

平
成
不
況
の
と
き
、
リ
ス
ト
ラ
を
担
当
し
た
人
が
い
る
。
誰
か
が
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い

仕
事
だ
。
そ
し
て
、
彼
は
辞
め
る
人
た
ち
の
再
就
職
先
を
見
付
け
る
こ
と
に
、
仕
事
の
喜
び
を

見
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
牢
動
は
朗
働
に
変
わ
り
、
最
後
の
一
人
ま
で
最
適
の
再
就
職
先
を
斡あ

っ

旋せ
ん

し
た
。
朗
働
と
は
自
ら
創
造
す
る
も
の
で
あ
り
、
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
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今
日
の
80
点
は

明
日
の
１
０
０
点
に
勝
る
。

14
数
学
で
は
、
80
と
１
０
０
を
比
較
す
れ
ば
、
１
０
０
の
方
が
確
実
に
大
き
い
。
し
た

が
っ
て
、
誰
で
も
１
０
０
の
方
を
優
れ
て
い
る
と
考
え
る
し
、
80
で
満
足
す
る
よ

り
も
１
０
０
を
得
よ
う
と
頑
張
る
こ
と
を
目
指
す
は
ず
だ
。

一
般
論
と
し
て
こ
れ
は
正
し
い
。

し
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
数
学
的
に
正
し
い
こ
と
が
、
必
ず
し
も
正
解
と
は
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
。
い
わ
ば
、
今
80
を
手
に
す
る
方
が
、
将
来
１
０
０
を
得
る
よ
り
も
実
質
的
に

利
益
が
大
き
い
と
い
う
ケ
ー
ス
だ
が
、
こ
う
い
う
ケ
ー
ス
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
よ
く
あ
る

こ
と
だ
。

例
え
ば
、
先
行
者
利
得
と
い
う
も
の
が
そ
う
で
あ
る
。

ヤ
マ
ト
運
輸
は
、
物
流
業
界
に
個
人
向
け
の
宅
配
と
い
う
「
宅
急
便
サ
ー
ビ
ス
」
を
い
ち
早

く
導
入
し
、
ま
た
Ｉ
Ｔ
化
を
他
の
物
流
業
者
に
先
ん
じ
て
進
め
た
。
ヤ
マ
ト
運
輸
が
宅
配
の
市

場
に
切
り
込
ん
だ
と
き
に
は
、
ま
だ
宅
配
市
場
は
未
成
熟
の
段
階
で
あ
り
、
Ｉ
Ｔ
化
の
導
入
に

巨
額
の
資
金
を
投
入
し
た
と
き
も
、
Ｉ
Ｔ
の
技
術
は
今
日
ほ
ど
の
レ
ベ
ル
で
は
な
か
っ
た
。

い
ず
れ
も
時
期
を
待
て
ば
、
よ
り
よ
い
条
件
で
進
め
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず
だ
が
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
も
人
生
に
も
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
１
０
０
点
を
目
指
し
、
市
場
の
成
熟
や

技
術
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
待
っ
て
い
る
よ
り
も
、
今
の
段
階
で
は
80
点
し
か
望
め
な
い
が
、

そ
れ
で
も
今
こ
こ
で
踏
み
切
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
い
う
判
断
に
よ
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
勝

者
は
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
「
タ
イ
ム
イ
ズ
マ
ネ
ー
」
と
言
っ
た
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
や

人
生
は
「
タ
イ
ミ
ン
グ
イ
ズ
マ
ネ
ー
」
の
こ
と
が
多
い
。
タ
イ
ミ
ン
グ
と
は
、
逃
が
し
て
は
い

け
な
い
チ
ャ
ン
ス
。
１
０
０
％
の
チ
ャ
ン
ス
を
待
て
ば
、
80
％
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
し
て
し

ま
う
。

拙せ
っ

速そ
く

は
巧こ

う

遅ち

に
勝
る
と
も
い
う
。
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
自
分
磨
き
は
、
今
日
の
80
点
を
モ

ノ
に
す
る
こ
と
が
要よ

う

諦て
い

で
あ
る
。
明
日
に
１
０
０
点
で
は
遅
い
の
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
い
う
名
の
バ
ス
は
出
て
い
っ
て
し
ま
う
。

巧
遅
の
１
０
０
か
ら
20
を
捨
て
て
、
拙
速
の
80
で
決
断
す
る
こ
と
が
実
質
的
な
勝
利
に
つ
な

が
る
こ
と
は
案
外
多
い
も
の
で
あ
る
。

「
遅
れ
な
ば
梅
も
桜
に
劣
る
ら
ん
、
さ
き
が
け
て
こ
そ
色
も
香
も
あ
れ
」
と
も
い
う
。
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自
分
の
Ｕ
Ｓ
Ｐ
創
り
を
目
指
せ
。

15
現
役
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
時
代
に
は
、
毎
日
の
よ
う
に
取
引
先
か
ら
お
付
き
合

い
を
求
め
ら
れ
て
い
た
人
が
、
定
年
後
は
誰
か
ら
も
声
が
か
か
ら
な
く
な
る
こ
と

が
あ
る
。
毎
年
き
て
い
た
年
賀
状
や
お
中
元
や
お
歳
暮
も
、
パ
タ
リ
と
な
く
な
る
。
そ

う
い
う
人
は
、
会
社
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
け
の
人
、
つ
ま
り
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

会
社
の
業
務
で
仕
事
を
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
下
に
人
が
寄
っ
て
く
る
の
は
、
金
銭
的
な
利

益
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
を
求
め
て
の
こ
と
だ
。

一
方
、
同
じ
利
益
で
も
、
薫く

ん

陶と
う

や
啓
発
を
受
け
る
こ
と
や
、
協
力
を
得
る
こ
と
な
ど
を
含
む

利
益
の
こ
と
を
〝Benefit

〞（
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
）
と
い
う
。
人
に
薫
陶
や
啓
発
を
与
え
ら
れ
る

人
に
は
、
当
然
コ
ン
テ
ン
ツ
（
中
身
）
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

コ
ン
テ
ン
ツ
と
は
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
経
営
学
修
士
号
）
を
持
っ
て
い
る
と
か
、
一
流
企
業
で
役

員
・
幹
部
を
務
め
て
い
た
と
い
う
表
面
的
な
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
あ
っ
て
中
身
で
は
な
い
か
ら
だ
。
コ
ン
テ
ン
ツ
と
は
、
何
を
経
験
し
て
何
を
身
に
付
け
て

い
る
か
、
す
な
わ
ち
、
見
識
と
胆た

ん

識し
き

が
そ
の
人
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
。
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
と
コ

ン
テ
ン
ツ
の
あ
る
人
は
、
会
社
の
肩
書
き
が
自
分
か
ら
な
く
な
っ
て
も
、
人
か
ら
求
め
ら
れ
続

け
る
真
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
だ
と
い
え
る
。

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
と
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ
る
人
は
、
た
と
え
現
役
を
退
い
た
と
し
て
も
、
周
囲
が

放
っ
て
お
か
な
い
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
と
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ
る
人
に
な
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
と
コ
ン
テ
ン
ツ
を
別
の
言
葉
に
言
い
換
え
る
と
Ｕ
Ｓ
Ｐ
と
な
る
。

Ｕ
Ｓ
Ｐ
と
は
〝U

nique Selling Proposition

〞
の
略
で
、
い
わ
ば
個
人
レ
ベ
ル
の
差
別
化
で

あ
る
。
他
の
人
と
は
違
う
、
こ
れ
が
私
独
自
の
売
り
物
な
の
だ
と
い
う
も
の
が
Ｕ
Ｓ
Ｐ
だ
。

誰
に
と
っ
て
も
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
あ
る
「
売
り
物
」、
中
身
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
の
あ
る
「
売

り
物
」、
す
な
わ
ち
Ｕ
Ｓ
Ｐ
を
自
分
の
中
に
つ
く
る
た
め
に
は
、
一
般
的
に
一
万
時
間
が
必
要

と
言
わ
れ
て
い
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｐ
づ
く
り
に
一
日
二
時
間
を
か
け
る
と
す
れ
ば
、
約
14
年
を
要
す
る
。

生
涯
現
役
を
目
指
す
な
ら
、
Ｕ
Ｓ
Ｐ
創
り
は
早
め
に
着
手
し
た
方
が
よ
い
。
も
し
か
す
る
と
、

そ
の
日
は
今
日
か
も
し
れ
な
い
。
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第１章　自分を磨く20の言葉
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16
60
歳
を
過
ぎ
た
ら
、キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
と

キ
ョ
ウ
イ
ク
が
必
要
。

60
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
と
キ
ョ
ウ
イ
ク
が
な
い
と
い
け
な
い
と
い
わ
れ

る
。
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
と
は
「
今
日
、
用
が
あ
る
」、
キ
ョ
ウ
イ
ク
と
は
「
今
日
、
行

く
と
こ
ろ
が
あ
る
」
の
こ
と
だ
。

つ
ま
り
、
仕
事
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
役
か
ら
引
退
し
、
社
会
と
の
関
係
が
薄
く

な
る
と
、
予
定
や
計
画
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
遠
ざ
か
る
。
そ
う
し
て
過
ご
す
60
歳
か
ら
80
歳
ま
で

の
20
年
間
と
い
う
時
間
は
、
膨
大
で
消
費
し
き
れ
な
い
時
間
の
よ
う
に
思
え
る
も
の
だ
。

20
代
、
30
代
の
青
年
に
は
実
感
が
湧
か
な
い
だ
ろ
う
が
、
人
は
例
外
な
く
歳
を
と
る
。
し
た

が
っ
て
、
人
生
の
自
分
磨
き
は
ど
ん
な
に
短
く
て
も
80
年
で
設
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

60
歳
ま
で
の
自
分
磨
き
し
か
考
え
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
後
の
20
数
年
間
は
空
白
の
ま
ま
無む

為い

に
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
恐
れ
も
あ
る
。

趣
味
の
世
界
で
「
今
日
、
用
」「
今
日
、
行
く
と
こ
ろ
」
を
つ
く
る
こ
と
も
よ
い
。
私
の
場

合
に
は
、
現
役
の
経
営
者
を
引
退
し
て
か
ら
も
仕
事
を
続
け
る
こ
と
に
し
た
。

た
だ
し
、
仕
事
を
続
け
る
た
め
の
必
要
条
件
は
、
仕
事
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
仕
事
が
あ

る
た
め
に
は
、
自
分
で
自
分
の
仕
事
を
は
じ
め
る
か
、
他
か
ら
仕
事
の
依
頼
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

声
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
も
講
演
活
動
も
執
筆
活
動
も
仕
事
と
は

な
ら
な
い
。
ま
た
、
仕
事
を
続
け
る
た
め
の
十
分
条
件
は
、
健
康
面
を
含
め
て
仕
事
が
で
き
る

体
力
、
能
力
が
あ
る
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
前
項
で
述
べ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
で
あ

る
。
相
撲
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
心
技
体
」
の
三
位
一
体
だ
。

必
要
十
分
条
件
を
満
た
す
た
め
に
は
、
こ
れ
も
前
項
で
述
べ
た
が
、
完
成
ま
で
に
は
一
万
時

間
か
か
る
と
考
え
て
よ
い
。

も
し
、
60
歳
か
ら
も
仕
事
を
続
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
役
の
時
代
か
ら
目
標
を
立
て
て
準
備

し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
は
、
私
が
実
際
に
や
っ
て
き
た
こ
と
で
も
あ
る
。

人
生
80
年
時
代
の
目
標
は
単
線
で
は
な
い
。

40
歳
、
60
歳
ま
で
に
何
か
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
目
標
と
と
も
に
、
60
歳
か
ら
何
か
を
は
じ

め
る
た
め
の
目
標
が
複
線
と
な
っ
て
並
行
し
て
走
る
の
で
あ
る
。
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